
岡本 隆一君 クラブ奉仕フォーラム、水谷委員長・金子委員長、よろしくお願いします。
原田 俊彦君 本日のフォーラム、よろしくお願いします。
水谷 文彦君 クラブ奉仕フォーラム、お願い致します。
金子高一郎君 本日は、水谷さん、金子さん、頑張って下さい。金子さんはおまけですね。

宜敷くお願いします。
宮島 俊雄君 クラブ奉仕フォーラム、宜しく御願い致します。
三宅 郁子君 クラブ奉仕フォーラム、水谷さん、金子さん、よろしくお願いします。
野木 芳宏君 クラブ奉仕フォーラム、よろしくお願い致します。
工藤 久志君 クラブ奉仕フォーラム、宜しくお願いします。
土屋 東明君 フォーラム、水谷さん、金子さん、宜しくです。
武内 次男君 クラブ奉仕フォーラム、よろしく。
田中 保 君 今日はフォーラム、よろしくお願いします。
許 瑛子 君 クラブ奉仕フォーラム、よろしくお願いします。
森 達郎 君 本日は、フォーラム、よろしくお願い致します。
林 茂男 君 クラブ奉仕フォーラム、よろしく。
波多野幸雄君 クラブ奉仕フォーラム、よろしくお願いします。
石渡 秀雄君 本日、受付当番、すっかりとばしてしまいました。確認がおろそかになっています。

気を付けます。
荒井 節子君 今夜は中秋の名月。お月見は出来るでしょうか？今日は早退させてもらいます。

ごめんなさい！
合計 ３４，０００円
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３０周年 新たなる一歩へ！ 会長 岡本隆一

次回の卓話

「働き方は大きくかわる、
経営者にとって在宅勤務導入の

良い点、悪い点」
田上睦深氏(本郷RC)

2020年10月1日

第1350回 例会報告

会員数 出 席 出席率 前々回訂正出席率
19人 18名 94.74％ 9月17日 休会

第2580地区ガバナー
野生司 義光(東京小石川RC)

本日のプログラム

「私のロータリーライフ」
林 茂男 会員

■ 例会日 毎週木曜日 １２：３０～１３：３０ ■ 役 員 ／ 会 長 岡本 隆一
■ 例会場 〒103-8520  東京都中央区日本橋蠣殻町2-1-1 会長ｴﾚｸﾄ 原田 俊彦

ロイヤルパークホテル TEL 03-3667-1111・FAX03-3667-1615 幹 事 原田 俊彦
■ 事務局 〒130-0013  東京都墨田区錦糸1-1-5 Ａビル６Ｆ 副 幹 事 田中 保

TEL 03-5637-4608 ・ FAX 03-5637-4611      
E-mail  tokyobay@club.email.ne.jp 会報委員長 市川 英治
HP https://tokyobayrotaryclub.com

Rotary Opens 
Opportunites

ホルガー・クナーク会長

国際ロータリー 第２５８０地区 東分区
VOL.30 NO.12 第1351回 2020年10月8日

＜会長・幹事報告＞

・リニューアルしましたクラブホームページのQRコードを作成しました。

今後、クラブの名刺を作成する場合にはQRコード入りをお願いします。

・ガバナー事務所より地区内の事務局にてパソコンがウィルス感染した

との連絡がありました。メールを開封される前に、ご存知のメールアドレ
スか、ウィルス対策ソフトが最新のものかご確認 下さい。不審なメールは
絶対に開かないようご注意ください。

＜伝達・贈呈＞

・三宅会員へのポールハリスフェロー認証状・バッジの贈呈

・10月の記念日：ご本人お誕生日 許会員(12日)
・米山奨学金贈呈

■ 点 鐘

■ ロータリーソング 「君が代」「奉仕の理想」

■ ゲスト グエン・マイ・アインさん(米山奨学生)

■ ビジター なし

2020年10月1日のプログラムは「クラブ奉仕フォーラム」でした。
水谷クラブ奉仕委員長、金子増強委員長を中心に活発な意見交換がなされました。

「環境の保全」が新しい重点分野に

ロータリー財団管理委員会と国際ロータリー理事会は、「環境の保全」という新たな重点分野を追加しました。

過去5年間、財団のグローバル補助金では、1800万ドル以上が環境に関連したプロジェクトに充てられてきま

した。環境を支援する別個の重点分野を設立することで、ロータリアンが世界中の地域社会で好ましい変化をも

たらし、より大きなインパクトを生み出す一助となります。

環境の保全は、ロータリーの7つ目の重点分野となり、グローバル補助金によって実施される奉仕活動のカテゴ

リーとなります。そのほかのカテゴリーは、平和構築と紛争予防、疾病予防と治療、水と衛生、母子の健康、基本

的教育と識字率向上、地域社会の経済発展です。

プロジェクトのための補助金申請は、2021年7月1日から受付を開始します。この新たな重点分野におけるグ

ローバル補助金を支えるため、ロータリアンやその他の方々からの寄付や誓約を今後募っていくこととなります。

この新しい重点分野に関する詳しい情報は、近日中に公開されます。



・１９３７ 青山学院初等科（緑岡小学校）初代校長 ６９才
幼稚園を創立 夫人（春子）が園長に

・１９３８ 貴族院の勅選議員に。 池田成彬が推薦 ７０才
・１９４０ 東京ロータリークラブ解散宣言 ７２才
・１９４６ 長泉の別邸で亡くなる ７８才
７０才を迎え、兼ねて自分の希望していた学校、教育、癌、結核、ハンセン病、三陸大津波、大冷害の東
北地方の救済に手を差し伸べ、７８才、生まれ故郷の長泉で人生を締めくくった。

「米山梅吉ものがたり」柴崎 由紀(著）より

◎米山梅吉の信託事業の立ち上げ
「信じて託す」（公共性の高い）銀行、信託銀行、商業界、病院、学校、信託融資
１９２４（大正１３）三井信託株式会社設立（日本で初めて）

５６才～６６才まで 三井信託の初代社長
※「ロータリー財団」の仕組みに類似

◎地域社会、公共事業への融資
社会貢献、信託事業の実践
１９２８（昭和３）米山の三井信託と日本興業銀行（結城豊太郎）
地下鉄事業（鉄道事業）に思い入れ、携わった融資を次々に決断した。

・今の銀座線「三越前」駅まで延長工事
「神田」―「三越前」開通
三越デパートと直結 池田成彬と。
・東急電鉄（五島慶太）
・東武鉄道 (根津嘉一郎)
・電力施設 病院、学校の建設の融資

※その他、個人、中小規模企業、商業界に融資

※米山、当時の談
「日本は中小企業への金融がうまくいっていないことが日本産業の健全で力強い発展を見ること
が出来ないのが原因だ」と「英」は早くから中小工業者への信用制度発達し、堅実であれば小さな
工業にも融資。故に偉大な発展をした。開国以来、欧米式大企業、大工場に光があたり小会社が成
長出来てない

◎信託業こそが「仕事を通じ社会に奉仕を」というロータリークラブの精神を実現出来る最適な事業
であると信じていた。

「預けた人のために預かったものを管理運用して利益を還元するのだから奉仕である」
↑

（奉仕の精神を広く社会へ）
「実業界全体が協調して公益性の高い信託事業を開拓するべきだ」と考えていた。

One  profits  most  who  serves  best 

東京ロータリークラブ創設、コミッショナー、ガバナーを務めたばかりでなく、日本経済の発展の為に欧
米諸国の銀行、信託制度を取り入れて、当初、自分で地下鉄事業を手がけ拡大して東急、東武電鉄へ
の信託融資を「仕事を通じて社会に貢献のロータリー精神」で実践し輝かしい功績を残しました。
忘れられないのは信託協会を辞任した後、結核、癌などに治療機器を普及、ハンセン病患者には病棟
を新設し、全国の病院に自身の足で見舞うなど、素晴らしい心ある生涯を送った偉大なる人物と言える
と思います。

次回の第八回(10/22)には米山奨学金制度について記します。

2020.10.8
３０周年記念寄稿

2012-13PAG 林 茂男

第七回 月間テーマ

「地域社会の経済発展月間」（米山月間）について
（２０１４－１５年以前まで10月プログラムは「職業奉仕・米山月間」でしたが）

◎地域社会経済のみならず世界経済について
２０２０年に世界を襲っているコロナ禍が、今朝（2020.9.28現在）「感染死者数、世界で１００万人を
超す」のニュースが流れました。日本もGo toﾄﾗﾍﾞﾙ、外国人も１万人単位で近々受け入れ許可など。
収束化が進んでいると思われたイギリス、フランスの最近の感染者、死亡者の増加ぶり・・。ロータリー
でこの今月のテーマ！！地域社会の経済発展は語る余地のない状況をきたしています。
経済優先か？感染防止優先か？「With Corona」で先行き大丈夫なのか？
あなたはどうお考えでしょうか？

◎ここでは日本ロータリー創設者・米山梅吉の輝いた経済社会、ロータリー界への功績・実績について、
歴史を含め改めて紐解いてみたいと思います。
米山梅吉（年表）
・１９６８．２．２６ 慶応４年 東京で生まれ
・１８７９ 米山家養子縁組
・１８８７ 沼津中学
・１８８１ 東京英和学院（青山学院）入学
・１８８７ 弱冠１９才で、福音会英語学校入学。この時、米山家の婿養子で入籍。

東京市に勤めたが退職、即、渡米
・１８９３ シカゴ万博 日本品の解説員 ２５才
・１８９６ 勝海舟に師事 春子と結婚 ２８才
・１８９７ 三井銀行入行 ２９才
・１８９８ 欧米視察 ３０才
・１９０９ 大阪支店長 ４１才

この時、三井銀行が株式会社になり常務取締役
・１９１７ 政府特派財政経済委員に任命 ４９才
・１９１８ 米国ダラスRC 福島喜三次と訪問 ５０才
・１９２０ 東京ロータリークラブ創立 初代会長（２期連続）５２才

※内外編物創立（小林雅一）に参画
・１９２３ 関東大震災。

三井による救援活動（食料の配給、仮設住宅の建築、三井記念病院での患者受け入れ等）
世界ロータリー各国の５０３クラブから日本の東京ロータリークラブへ８９,８００ドルの義援金
が贈られ、東京、横浜の小学校再建と備品寄贈、孤児院の新設、産科病院債権事業等に使
われた。

・１９２３ 復興院の参与 ５５才
・１９２４ 三井信託創立 初代社長に。 ５６才

国際ロータリー無地区時代に日本初代スペシャルコミッショナー２期連続
・１９２５ 信託協会の会長に就任 ５７才
・１９２８ 第７０区初代ガバナーに（３期連億）６０才
・１９２９ 「ロータリークラブについて」ラジオ放送 ６１才

ロータリー世界大会（ダラス）出席～RIシカゴ/チェスレイ・ペリー訪問
・１９３１ 台湾ロータリークラブ誕生 訪問 ６３才
・１９３４ 日本赤十字社の常議員 ６６才

三井報恩会の理事長
・１９３５ ポール・ハリス来日 ６７才
・１９３６ 三井信託会長、信託協会会長など辞任 ６８才
ここまで、経済界、財界の第一線で偉大な活躍をされました。

続く↗

に融資


